




























































わさ田は早稲田也。をしねは晩稲也。わさ田のをしねといふは。わさ田のかたへに植 をしねか。又はわせ 中のをくての意にても有へし。九品といふも上中下にをの〳〵三品有て九品なるか如く。わせといふ中に わせ中て くての三 あり。中てをくても又々しかり。続古今秋部に
　
し


































































































































































































































































































































































定家卿判云。柴の戸の冬の日影。あられ 音山おろ の風の気色。めのまへにうかへる心ちして実におかし こそ見
六五
　　　















      　
























































































                                           （四三七）
新古今人丸
　
ものゝふのやそうち川のあしろ木にいさよふ
波のゆくゑしらすも古今
　
きのふといひけふとくらしてあすか川流れてはやき
月日也けり光陰流水のことく。一年のはやく暮行を歎 たる也。ものゝふは枕詞なから武将の事なれは御身の述懐と聞ゆ 又
